
くらし・まちデザイン研究会 第８回シンポジウム

震災 と 人間 そして 私

勝村弘也（神戸松蔭女子学院大学教授）

大船渡を見てきた　岡崎瑠里子・藤井温美

   　（神戸松蔭女子学院大学学生）

1 月 12 日（土）
神戸松蔭女子学院大学　2号館３階  233 教室 参加無料・予約不要

　※シンポジウム終了後午後５時半より、２号館地下１階「カフェこもれび」にて、

神戸松蔭女子学院大学主催 :
連絡先：中林研究室　Tel: 078-882-8783  Fax: 078-882-6138

神戸松蔭女子学院大学

最寄り駅から大学まで
●阪急六甲駅より北へ徒歩 15分
●阪急六甲駅・JR六甲道駅・阪神御影駅より　

※お車でのご来場はご遠慮ください。

くらし・まちデザイン研究会

市バス 36系統鶴甲団地行き乗車、六甲台南口下車、北へ徒歩 5分

挨　拶

郡司隆男（神戸松蔭女子学院大学学長）

講　演 広 原 盛 明 （元京都府立大学学長）

Mail: baya@js6.so-net.ne.jp

かんたんな懇親会を予定しています。会費 4000 円

開場 1:00 開会 1:30

東北大震災は終わらない、

いわきを見てきた　中里桐花・森谷紗知

   　（神戸松蔭女子学院大学学生）

＋ 中林浩（神戸松蔭女子学院大学教授）

増島智子（被災地NGO恊働センター・まけないぞう担当）

終了 5:00

奏　楽
バイオリン演奏：田村咲葉（美野丘小学校２年）

ピアノ伴奏：鷲見周子（神戸海星女子学院大学非常勤講師）

コーディネータ　増永理彦（神戸松蔭女子学院大学教授）

趣旨説明　池田清（神戸松蔭女子学院大学教授）

学生の発表

意見交換

～被災地の現場に立って思うこと、考えること～

それでも私たちは生き続ける

コメンテータ

コメンテータ

語ります。　　　中林

「まちづくり」という言葉を

５回にわたって被災地を調査し、

学術用語に高めた広原氏、

東北の人びとがこれから

どのように生き続けるのかを


